
　

西
明
寺
は
、

日
野
町
の
東
、

綿
向
山
の
支
峰
、

竜
王
山（
標
高

8
2
6・
3
ｍ
）

の
麓
に
佇
む
臨
済
宗
永
源
寺
派
の
お
寺
で
、

聖
徳
太
子
の
開
基
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
飛
鳥
時
代
6
7
6
年
、
百く

だ
ら済
の
沙し

ゃ

門も
ん

道ど
う

寧ね
い

法
師
が
神
の
お
告
げ
に
よ
り
綿
向
山
の

綿
向
大
明
神
を
里
に
遷う

つ

し
、
竜
王
山
の
麓

に
西
明
教
寺
を
創
建
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
平
安
時
代
の
天て

ん

喜ぎ

元
年

（
1
0
5
3
）に
入
山
修
行
を
始
め
た
比
叡

山
の
照

し
ょ
う

源げ
ん

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

が
建
立
し
た
大
安
楽
寺

の
別
院
と
な
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

戦
国
時
代
の
兵
火
に
よ
り
焼
失
し
た
も

の
の
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
永
源
寺
の
僧　

空く
う

子し

和
尚
に
よ
り
再
興
さ
れ
、
禅ぜ

ん

刹さ
つ

と
な

り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

葦よ
し

葺ぶ
き

の
観
音
堂
に
は
、
秘
仏
で
あ
る
国

指
定
の
重
要
文
化
財
の
ご
本
尊　

十
じ
ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

音の
ん

立り
つ

像ぞ
う

と
と
も
に
、
不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

像ぞ
う

、
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

像ぞ
う

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
書
き
写
さ
れ
た
大だ

い

般は
ん

若に
ゃ

経き
ょ
う

6
0
0
巻
が
寺じ

宝ほ
う

と
し
て
伝
わ
り

ま
す
。

近
江
の
聖
徳
太
子
魅
力
発
信
事
業

太
子
開
基
と
伝
わ
る
西
明
寺

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
日
野
町
商
工
観
光
課

　
☎
0
7
4
8

−

5
2

−

6
5
6
2

　
東
近
江
市
観
光
物
産
課

　
☎
0
5
0

−

5
8
0
1

−

5
6
6
2

西明寺観音堂

耐
震
診
断
員
派
遣
事
業
等
・

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
解
体
補
助
金

　
町
で
は
、
地
震
災
害
な
ど
に
よ
る
住
宅
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
無
料
で
専
門

家
に
よ
る
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ

る
事
故
の
低
減
を
目
的
と
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
解
体
に
対
し
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断

【
対
象
住
宅
】

　

町
内
に
存
す
る
木
造
住
宅
で
以

下
の
全
て
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る

も
の

●‌�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る

●‌�

延
床
面
積
の
半
分
以
上
の
部
分

が
住
宅
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

●‌�

階
数
が
2
階
以
下
で
か
つ
延
床

面
積
が
3
0
0
㎡
（
約
90
坪
）
以

下
●

‌
�

木も
く

造ぞ
う

軸じ
く

組ぐ
み

工こ
う

法ほ
う

で
、
枠わ

く

組ぐ
み

壁か
べ

工こ
う

法ほ
う

（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
）、
丸ま

る

太た

組ぐ
み

工こ
う

法ほ
う

で
な
い

●‌�
大
臣
な
ど
の
特
別
な
認
定
を
得

た
工
法
に
よ
る
住
宅
で
な
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

【
補
助
対
象
工
事
】

●‌�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
高
さ
を
60

㎝
未
満
に
す
る

解
体
工
事

【
補
助
金
額
】

●‌�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
壁
面
面
積

に
3
，0
0
0

円
／
㎡
を
乗
じ

た
額
ま
た
は
補

助
対
象
経
費
に

23
％
を
乗
じ
た

額
の
い
ず
れ
か

低
い
額
（
上
限

10
万
円
）

60cm 60cm

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
計
画
課　
都
市
計
画
担
当　
☎
0
7
4
8

−

5
2

−

6
5
6
7

「近江の聖徳太子魅力発信事業」
公式キャラクター
近江たいしくん
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見  本

のりしろ

のりしろ

（
山
折
り
）

郵 便 は が き
皆が住みよいまちづくりへ

あなたのアイデア・メッセージ
お待ちしています

の
り
し
ろ

住 

所
〒

氏 

名
電 

話

郵送の場合はこの用紙を切り離し、
次の通り封書を作ってください。

①きりとり線（点線）に
沿って切り、中央を山
折りにします。

②のりしろにのりをつけ
て貼りあわせ、封書を
作ります。

③切手を貼らずにそのま
まポストへ投函してく
ださい。

0301

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和 4年 3月
31日まで

近江日野郵便局
承　　認

切手を貼らずに
お出しください

5 2 9 1 6 9 0

日
野
町
河
原
一
丁
目
１
番
地

日
野
町
役
場

「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
」
係  

行

あなたのアイデア・
メッセージを
お待ちしています

【お願い】
○提案に対する回答を郵送させていただきますので、氏名・
住所（番地まで）を必ずお書きください。
　名前や番地の掲載がない場合などは、匿名扱いとなり、お
返事できませんので、ご了承ください。
○広報記載の封書以外で提出いただく場合は、タイトルに『住
みよいまちづくりへの提案』と記載してください。
○寄せられた提案は、町長はじめ担当課職員が熟読させてい
ただきます。出来る限り町政に生かせるよう、十分に検討
したうえで回答させていただきますので、回答までに時間
がかかることがあります。
○特定の個人や団体を誹謗、中傷するものなど、内容によっ
ては回答できないものがあります。
○お寄せいただいた提案は、「広報ひの」に掲載させていた
だく場合があります。その際に氏名の掲載はいたしません。
○担当課ですぐにお答えできるような質問については、電話
でお答えする場合もあります。

◆提案・問い合わせ先
企画振興課　秘書広報担当
☎0748-52-6550　Fax.0748-52-2043
E-mail  kouhou@town.shiga-hino.lg.jp

住みよいまちづくりへの提案
アイデア・メッセージをお待ちしています

　先日販売させて頂いた日野町料理飲食店プレミアム付商品券のご利用期間は令和4
年1月31日（月）までです。使用期限を経過した商品券は使用できませんのでお早め
にご使用ください。

きりとり

　皆さんからのアイデアやメッセージをいただき、
まちづくりに生かし誰もが住みやすいまちにしてい
くため、皆さんの「声」をお待ちしています。

●「住みよいまちづくりへの提案」をお寄せいただ
くための封書を下部に掲載しています。

●広報に掲載している封書に限らず、電話・ハガキ・
FAX・E-mailなどで受け付けていますので、ご
意見をお寄せください。

時代の変化に対応し
だれもが輝き

ともに創るまち“日野”

きりとり

日野町料理飲食店プレミアム付
商品券の有効期限のお知らせ

▲取扱店舗一覧
（日野町商工会HP）

コロナウイルスもびっくり！？ プレミアム率50％
おいしい料理を食べてコロナに打ち勝とう

◆問い合わせ先　商工観光課　☎0748-52-6562／日野町商工会　☎0748-52-0515

●取扱店舗
　本商品券の取扱申請のあった町内の各店舗で使用可能。
　詳しくは二次元コードよりご確認ください。
●使用にあたっての注意
　・商品券のみの使用に対してつり銭は出ません。
　・商品券の盗難、紛失等いかなる理由があっても再発行は行いません。
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